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日本薬剤師会

調剤~していて疑問lこ思 ったこと， 医師または患者δんに聞かれて闘ったこと， 医師に疑義照会して対応したがいまひとつ

納得できないこと，ありま世んか? 皆さんの疑問に各分野の専門家がお答えいたします。

ご質問をお寄せください。なお.回答は本誌に掲制切ることによってのみ行います。勉話やフ〆クシミリによる回答はご容赦

ください。また，特殊なケースの質問は，採用されないこともありますのであらかじめこ了承ください。

A病院で交付された処方せんを受け付けました

が，数日前に調剤したB病院の処方せんに記載

されていた医薬品と重複していたため.A病院の処方
医に疑義照会したところ.その処方せんに記載されて

いた医薬品はすべて削除されることになってしまいま

した。このような場合，重複投薬・相互作用防止加

算など，何か算定できる点数はあるのでしょうか。

(匿名希望)

残念ながら.t~:定できるよう、数以日はありませんo

1ft:桜投柴・キ!日r.作川 IW JI:.加算(薬剤JJI~川照管J~l

指導料)は， 忠者の燕1ttに Ji~つ会いて. 1JI:m~ とのñi.主主

投薬(薬理Il作川jが矧似するJtJj合を合む)• もしくは. 1)1: 

川毅・飲食物などとの相互作川を防JI:.することを評価

したもので，処方医へ疑義!照会を行った結栄，処方内

容に変史が~I~. じた場合には 20点，変更が~I=. じなかった

場合には10点を算定できます。

また，被数の処方せんによるTh:被投薬または相互作

川の|坊 11:.については， 受受，付付‘11時l時寺わ}点l

く'受付H‘.)，点が興なる場合(すなわち.すでに淵斉IJ消

みの処方せんとの1I11i具投薬・キII1L作川の|坊11ニ)であっ
ても，対象となる医薬JillのJJI~川 WJII\J内であれば認めら

れます。

しかし処方医への疑義!照会のおり栄，処}jせんに記

載されている医薬til1がすべて削除されることになって

しまった場合には. 11i:桜投柴・ +IIIi.作川防止力11労:は

もちろん，算定できる点数以1=1は何もありません。
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薬剤師として忠者の安全確保のために行った霊必な

業務の1つであることには問迎いありませんが，現行

の仕組みで、は，残念ながら，必ずしもすべての行為を

十分許制liできているというわけではありません。

聴下困難者用製剤加算は，処方せん受付1固

につき 1回算定できることになっていますが，

分割調剤を実施した際の2回目の調剤時には，再度，

時下困難者用製剤加算を算定できるのでしょうか。初

回と2回目は同一薬局で調剤するものとします。

(愛知県 撞名希望)

処方せん受付H寺のみ，すなわち，分制調剤H寺の

初回のみ算定できます。

l眼下|生|興住宅f.m製剤加算は. I!~~ 下障害などのため，

Tli販されている剤形のままではJJlV日間部11，な忠者に対し

て，錠剤を砕くなど斉IJJ院を加工した後に調剤すること

を許制Iiしたもので. I処方せん受付11mにつき 11m算定

できるJ(厚生労働省通知j)とされています。

しかし，分抑制剤を行った場合には，初回調斉IJII寺の

み「処方せん受付IITI数」を11TI1として取り扱うことに

なっており. 21m日以I1年の市司剤時には「処方せん受付

回数」としてカウントすることはできません。

したがって，分抑制剤の場合には.1JJ阿HI可剤11;y-の

み. IW!γ1;'1禾!日If'者川製剤加算を算定することが可能で

す。


